
資料４ 今後の検討テーマ
今年度の会議で議論に上がった内容のうち、次年度以降も継続して検討するテーマを抽出
外国人雇用企業認証制度の創設
（第4回人手不足問題対策会議）

新規学卒者の県内就職促進（インターンシップ制度改正）
（第2回経済分科会・第4回人手不足問題対策会議）

構成員コメント
• 新たな認証制度を検討されているのは企業にとって非常に嬉しい。
• 認証制度には、企業サイドとしてのチェックリストで認証、見える化だけ
ではなく、働く側としての視点も大事にしてほしい。

• 政府の外国人雇用関係制度改革などを通じ、外国人の雇用機会は今後一層
増加する見込み。

• 多様な人材が活躍する兵庫の実現に向け、外国人が安全・安心な企業選択と
長期的なキャリアプランを描ける仕組みの構築が必要。

構成員コメント
• 県内中小企業が優秀な学生を採用するためのネックは知名度。
知ってもらえれば、魅力を感じてもらえるような企業もある。

• インターンシップ等を活用し、企業への理解が深まれば、学生が目を向ける
可能性も高くなる。

現状・課題

次年度以降の取組（案）

• インターンシップ制度が改正され、インターンシップが採用活動に位置づけ可能
となることから、採用活動が説明会からインターンシップ中心となる見通し。

• 採用活動も早期化していくことが想定され、県内就職促進に向け、改正制度への
対応、実施の充実が必要。

現状・課題

本県が実施する現行の大学生インターンシップ推進事業
事業目的
働くことへの気づきや企業・業界の理解を促進、県内中小企業の魅力の理解
→将来的に県内企業とのマッチング促進を期待（採用活動ではない）
実施方法
県が兵庫県経営者協会（尼崎・姫路経営者協会含む）及び兵庫工業会へ委託
受入企業数等（R5.12時点）：53社
主な受入企業等：ノーリツ、みなと銀行、兵庫県庁、兵庫県警察 等
参加大学等数（R5.12時点）：95校
主な参加大学等：兵庫県立大、関西学院大、流通科学大、武庫川女子大 等
参加学生数（R4年度）：342名
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働きやすい職場づくり（社員への不妊治療支援）
（第1回人手不足問題対策会議）

経営の持続性向上（持続的な賃上げ・価格転嫁）
（第1回経済分科会・第4回人手不足問題対策会議）

構成員コメント
• 現状、自社で不妊治療の費用に関する制度はなく、休み方も不妊治療
としての休暇があるわけではない。

• 不妊治療に関する管理職への教育について、当社でも十分に実施できている
とは言えない。

構成員コメント
• 業種によっては価格転嫁が難しい。付加価値を生み出すための色々な
トライアルに対し、県のサポートがあれば非常にありがたい。

• 人材不足を補う省力化や企業の魅力向上のために原資が必要。その点で、
適正な取引、価格転嫁等についても議論されるべきではないか。

• 不妊治療のための休暇制度を整備していない企業が多く、仕事を休めず治療に
支障をきたす場合がある。

• 不妊治療のための休暇については、法律に基づく行政指導ができないため、
企業の理解が不可欠。治療推進についての社会の気運醸成が必要。

現状・課題

次年度以降の取組（案）

• 厚生労働省の調査では、中小企業が賃上げをしない主な理由は、①業績の低迷、
②雇用維持を優先、③物価高騰によるコスト上昇、④価格転嫁できない、の４点。

• 令和6年1月30日に開催された兵庫県政労使会議では、兵庫経済の好循環を実現
するため、昨年を上回る賃上げ、労務費等の適切な価格転嫁、生産性の向上、
投資の拡大に「オール兵庫」で取り組むこととした。

現状・課題

本県による主な施策 ～商工会議所・商工会等と連携し伴走支援～
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